
ａ２．首都圏南西部での地震発生過程の解明

神奈川県温泉地学研究所

都 26-1-7



ａ２．首都圏南西部での地震発生過程の解明

１）首都圏地震観測網（MeSO-net）のうち、神奈川県内に整備された１０点について、設備

を維持・管理し、引き続き自然地震観測を行う。必要に応じて、老朽化した一部設備の補
修や移設を行う。

２）国立大学法人東京大学地震研究所より送信されるMeSO-netのデータと、神奈川県温

泉地学研究所および神奈川県温泉地学研究所で監視している他機関の地震データの統
合処理を行い、震源及びメカニズム解の決定を行う。

３）首都圏南西部およびその周辺で発生したM5～7クラスの地震の詳細な解析を継続する。

また、これらの地震や同地域で発生する低周波地震も含めた震源域周辺の高解像度の速
度構造を推定し、首都圏南西部のプレート構造モデルの精度向上を図る。



1924年丹沢地震

低周波地震

1930年北伊豆地震

1782年天明小田原地震

1853年嘉永小田原地震

1633年寛永小田原地震

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
首都圏南西部といっているのは具体的にはフィリピン海プレートの沈み込み口にあたる、相模湾西部から丹沢付近のこと。
90年以降のM4以上の地震についてみると、この付近に震源が集中している。また、歴史的にも、M7級の被害地震が過去に何度も発生している。




リファレンス解

丹沢地域の地震活動

メカニズム解や震源分布の違い

プレート境界型の地震

Yukutake et al. (2012)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
丹沢の地震についてのこれまでの解析により、東経139度付近で、地震活動がメカニズムの傾向なども含めて東西のブロックに分かれることが指摘されている。
ブロックの東側は、プレート境界型の地震が卓越する一方、西側はメカニズム解にばらつきがあり、伊豆の衝突の影響が出ていると考えられることから、
将来の関東地震の断層面の広がりの北西限が、二つのブロックの境界付近と考えられる。

さらに南側はどうか？この付近はＭ７クラスの地震の震源域と考えられているだけでなく、箱根火山もあるので、なるべく高解像度での解析を行いたい。





温泉地学研究所（2012）

M4.9(2007) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
解析グリッドは５㎞。
丹沢付近では、トラフ充填堆積物が楔状に分布し、東側ブロックではその下部にプレート境界型の地震が発生している。西側ブロックの深部ではメカニズム解のばらつきが大きく、衝突の影響が強く出ている。
今回の報告では、中規模地震の震源域である、もうすこし南よりの沈み込み口付近の解像度を上げた解析結果を報告する。



観測点分布図

・機動観測点：52点

地震計

データ収録装置

2009年～2011年観測実施

・定常観測点：165点

観測点数 217点 6

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・本研究で使用した観測点分布を示す
・この研究では速度構造を詳細に得るために、箱根～丹沢にかけて赤い三角記と＋赤い＋記の場所に合計５２点の機動観測点を設置
・2009年から2011年の2年間観測を実施した。
・箱根カルデラから丹沢山地にかけて観測点間隔が3km～5kmの密な観測網が構築できた。
・後程しめすトモグラフィー解析結果は赤い点線で示された範囲に対応する。



解析に使用した地震

・地震数：1236個

・期間：3年間 2009年6月～ 2011年4月

7

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・使った地震の震源分布とトモグラフィーのグリット配置を示す
・ここでは2009年6月～2011年4月までに発生した1236イベントの地震を使用した。
・その中には箱根の深部低周波地震が52イベント含まれます
・マグニチュードは0.6～4.7です。
・グリットは水平方向に解析領域の中心域箱根、丹沢を含むエリアで4km間隔、その周辺では荒くなるような設定
・深さ方向には6kmまでは3km間隔で、それより深い場所でグリット間隔を荒くしていく設定にした



断面図：伊東－箱根ー山梨県東部
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温泉地学研究所（2012）

マグマ

熱水・ガス

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・伊豆半島東部の伊東から箱根中央火口丘を通って、丹沢山地の西側へ抜ける側線の深さ断面図を示す。
2011年の結果と比べると、明らかに解像度が上がっていることがわかる。
・上からVp, Vs, Vp/Vsを表示。黒丸は地震の震源、赤丸は箱根の下の深部低周波地震の震源を示す。
・丹沢山地の下では先ほどの高速度域が伊豆の下部地殻に相当する深さから地表付近まで伸びている
・丹沢山地下に見られる高速度域の上には、地表に伊豆の中部地殻に対応するトーナル岩のほか、一部斑レイ岩が見られる
・こうした岩石の室内実験で得られた弾性波速度とトモグラフィーの結果はおおむね一致しており、こうした深成岩帯の分布を反映したものと考えられる
・丹沢山地の南から箱根にかけての領域ではくさび状の低速度域が分布していることがわかる
・丹沢南部のくさび状の低速度域は、伊豆と丹沢の衝突により形成されたトラフ充填物を反映していると考えられる。
・こうした特徴は先行研究とよく一致したもの。
・箱根火山の下では深さ６ｋｍより深い場所で低速度域が見られる。S波についてはP波よりも深い場所まで低速度域が分布しているように見える
・Vp/Vsで見ると、カルデラ内の群発地震が発生するエリアの下部でVp/Vsが1.6-1.7程度の低い値を持ち、深さ10kmより深い場所でVp/Vsが1.8程度の高い場所になる。
・深部低周波地震は高Vp/Vsの下で起きている




断面図：伊東－真鶴－道志
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
トラフ充填堆積物はこの領域では見えない？
40km付近の深さ5~15kmにあるlow Vpのものが堆積物？
この位置ではマグマは存在してない。

・箱根東部、真鶴半島から足柄平野にかけてVp=6.5km/sが浅部に伸びる
・Vp=6.5km/sは標準的な伊豆上部地殻(Suyehiro et al., 1996）と比較して早い
→深成岩の貫入を示唆か？地表にまで露出していないので地質情報として
　あらわれなくてよい




断面図：裾野－箱根－大磯
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
箱根直下のマグマの存在が、地震を発生させる領域の西側を規定していると考えれる。



まとめ

全体的には、先行研究と整合的。トラフ充填堆積物や、足柄
平野直下の高速度域などが明瞭にイメージされた。

箱根直下にマグマの存在が明らかとなった。

低周波地震はマグマの上部ではなく、やや深いところで発生
する。（一般的な火山性の低周波地震とはちがう？）

Ｍ５クラスの地震の震源域は、マグマの存在する領域に隣接
しており、西側の広がりはマグマの存在によって規定されて
いると考えられる。
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